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対 応指 摘 事 項No.

令和2年国勢調査をもとに、鹿児島市外からの通勤・通学者の
流入状況及び利用交通手段を整理。【P.2参照】

市外（姶良市、霧島市、指宿市、南薩など）からの
通勤などの人流が見えないので、数字的に洗い出し
ていただきたい。

(1)

道路交通センサス、ETC2.0プローブデータをもとに、鹿児島
港における物流関連の交通需要、利用経路を整理。【P3～5参
照】

人と物が同じ道路を通っているので、物流に関する
データ（動線、交通量）を抜き出して調査していた
だきたい。

(2)

道路交通センサスをもとに試算した結果、本市における渋滞
損失額は年間約410億円、市民一人あたり年間約7万円。

※ 道路交通センサスの対象である県道以上の路線を集計

※ 渋滞損失額の試算は、平均旅行速度での通過時間と
自由旅行速度での通過時間の差に、交通量、車種別
時間価値を乗じて算出

渋滞対策の機運を盛り上げるためにも、渋滞による
経済損失額を算出していただきたい。

(3)

鹿児島県渋滞対策協議会において、時差出勤や公共交通利用
を促すためのパンフレットを作成し、時間短縮効果等を分か
りやすく掲載していることから、今後、連携しながら取り組
んでまいりたい。【P.6参照】

公共交通の利用促進や時差出勤については、利用者
の行動形態を変えるきっかけとなるよう時間短縮効
果などの指標を出せば良いのではないか。

(4)

第１回策定協議会における指摘事項と対応
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第１回策定協議会（令和７年１月８日開催）における指摘事項のうち、現時点で整理できた項目を以下に示す。



（１）鹿児島市外からの通勤・通学者の流入状況

● 鹿児島市への通勤・通学者数は、姶良市が最も多く約7,000人であり、霧島市を含め約10,000人が北部方向から流入する。
西部方向からは約9,000人、南部方向からは約4,000人が流入している。

● 利用交通手段は、鹿児島市から離れた霧島市、薩摩川内市、いちき串木野市は鉄道が約4割を占めるものの、鹿児島市に
隣接する姶良市、日置市、指宿市は自家用車が6～7割、南さつま市、南九州市は自家用車が8割を超える。

● 鹿児島市では、乗合バス、鉄道・電車が各々約1割、徒歩のみや自転車も各1割占めている。
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■鹿児島市への通勤・通学者数と利用交通手段

出典：令和2年国勢調査

※利用交通手段は、「不詳」を除いた利用交通手段別通勤・
通学者数の合計に対する割合を整理。
鉄道と自転車を利用している人は、鉄道、自転車それぞれで
カウントされている。
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（２）鹿児島港における物流関連の交通需要・移動経路

出典：九州地方整備局鹿児島港湾・空港整備事務所「鹿児島港の機能強化と地域にもたらす効果」

物流関連
ゾーンは、
・新港区
・中央港区
・谷山一区
・谷山二区



新港区

中央港区

谷山一区

谷山二区
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● 鹿児島市における普通貨物車の発生集中交通量は、鹿児
島港谷山一区、谷山二区が最も多く、市内の約2割を占める。

● 鹿児島港に加え、鹿児島港に隣接する谷山、鴨池周辺も多
い。

■普通貨物車の発生集中交通量の分布

出典：H27年道路交通センサス 現況OD表

■鹿児島港物流関連ゾーンの
普通貨物車発生集中交通量の割合

出典：H27年道路交通センサス 現況OD表

約２割

普通貨物車
7.1％

■鹿児島市における
車種別発生集中交通量

１）発生集中交通量

（２）鹿児島港における物流関連の交通需要・移動経路
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■谷山二区付近を通過する普通貨物車の経路

（２）鹿児島港における物流関連交通需要・移動経路

２）物流関連ゾーン発着交通の経路

● 平日朝ピークに谷山二区付近を通過する普通貨物車の経路は、指宿有料道路が57％、産業道路が41％。
● 産業道路を利用する普通貨物車の20％以上は、姶良・伊佐・大隅地域を着地としている。

出典：ETC2.0プローブデータ R4.4～R5.3 平日

■産業道路を利用する普通貨物車の着地

流出（平日朝ピーク）

経路分析地点

谷山二区

※300サンプル以上の経路を記載

谷山IC

中山IC

山田IC

鹿児島IC

鹿児島北IC

※300サンプル以上
利用路線（中心部
行き）を対象

（n=27,591）

■利用路線の分担割合

産業道路を利用する
普通貨物車の着地

分析地点



（４）時差出勤等による時間短縮効果

● 県交通渋滞対策協議会では、時差出勤や公共交通利用等を促すため、国、県、市で連携して企業や団体への広報を実施。
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出典：鹿児島国道事務所
ホームページ


